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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
２
０
１
８
年

度
４
～
９
月
期
決
算
（
６

日
）。
売
上
高
は
前
年
同

期
比
１
・
８
％
増
の

５
兆
７
９
３
１
億
円
、
営

業
利
益
は
前
年
同
月
比
３

％
増
の
１
兆
７
０
７
億
円
。

「
売
上
高
、
営
業
利
益
と

も
に
４
～
９
月
期
と
し
て

過
去
最
高
だ
っ
た
」
「
５

Ｇ
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
・
展

開
や
グ
ロ
ー
バ
ル
事
業
の

競
争
力
強
化
な
ど
の
中
期

経
営
戦
略
を
発
表
し
た
」

「
海
外
に
研
究
拠
点
を
作

る
と
い
う
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

国
会
論
戦
が
始
ま
る
。

「
小
池
晃
議
員
は
、
日
米

地
位
協
定
を
外
国
と
の
比

較
で
論
じ
、
全
国
知
事
会

が
改
定
を
決
議
し
て
い
る

と
紹
介
し
た
」
「
外
務
大

　

72
年
前
に
日
本
国
憲
法

が
公
布
さ
れ
た
11
月
３
日
、

憲
法
を
守
り
生
か
そ
う
と

ア
ピ
ー
ル
す
る
行
動
が
全

国
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
会
正
門
前
の
大
行
動
に

は
４
野
党
の
代
表
も
参
加

し
、
集
ま
っ
た
１
万
８
０

０
０
人
が
「
改
憲
発
議
ぜ

っ
た
い
止
め
よ
う
」
と
コ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

総
が
か
り
行
動
実
行
委

の
共
同
代
表
・
福
山
真
劫

さ
ん
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
。

暴
走
し
続
け
て
い
る
安
倍

政
権
は
「
行
き
詰
ま
り
、

止
め
よ
う
！
改
憲
発
議

こ
の
憲
法
で
未
来
を
つ
く
ろ
う

　
　
　

国
会
前
に
１
万
８
０
０
０
人

遣
先
へ
の
直
接
雇
用
の
依

頼
、
新
た
な
派
遣
先
の
提

供
な
ど
の
「
雇
用
安
定
措

置
」
を
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　

直
接
雇
用
の
依
頼
の
際

に
、
派
遣
会
社
が
金
銭
を

要
求
し
て
直
接
雇
用
を
制

限
す
れ
ば
、
派
遣
法
違
反

に
な
り
得
る
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

　

派
遣
会
社
が
「
一
定
期

間
派
遣
先
が
見
つ
か
ら
な

け
れ
ば
辞
め
て
も
ら
う
」

と
い
っ
た
と
き
も
、
派
遣

法
や
指
針
に
違
反
す
る
場

合
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま

す
。

共
産
党
国
会
議
員
団
が
提

起
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

改
悪
派
遣
法
で
は
、
個

々
の
労
働
者
は
同
一
職
場

で
３
年
以
上
は
働
け
な
い

た
め
、
直
接
雇
用
さ
れ
な

い
と
雇
い
止
め
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
「
Ｑ
＆
Ａ
」
で
は
、「
３

年
派
遣
さ
れ
た
後
は
労
働

契
約
の
更
新
が
な
い
」
場

合
は
、
派
遣
法
違
反
の
可

能
性
が
あ
る
と
指
摘
。
派

　

厚
生
労
働
省
は
10
月
19

日
、「
派
遣
切
り
」
を
防

ぐ
た
め
、
派
遣
法
の
違
法

脱
法
と
な
る
事
例
の
「
Ｑ

＆
Ａ
」
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
し
た
。
日
本

臣
の
答
弁
は
ひ
ど
い
。
地

位
協
定
を
当
然
視
、
安
倍

首
相
も
同
意
、
ど
こ
の
国

の
政
府
か
」
「
国
民
健
康

保
険
が
高
い
と
追
及
し
た

の
も
良
か
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
片
山
地
方
創
生
相
の

政
治
資
金
収
支
報
告
は
訂

派
遣
法
脱
法
事
例
を
厚
労
省
HP
掲
載

　
　

日
本
共
産
党
の
申
入
れ
受
け

崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
」
と
指
摘
。
改
憲
発
議

と
辺
野
古
新
基
地
建
設
の

強
行
を
必
ず
阻
止
し
よ
う

と
訴
え
、「
市
民
と
野
党

が
連
携
し
て
た
た
か
え
ば
、

安
倍
政
権
を
打
倒
で
き
ま

す
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
「
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
」

共
同
代
表
の
高
里
鈴
代
さ

ん
は
、
沖
縄
県
知
事
選
の

勝
利
は
米
軍
新
基
地
建
設

ノ
ー
の
一
点
で
共
同
し
た

こ
と
が
力
と
な
っ
た
と
語

り
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、

安
倍
政
権
を
倒
す
た
め

「
一
点
で
つ
な
が
り
行
動

し
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

正
が
多
す
ぎ
る
」
「
桜
田

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
担
当
大
臣
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

統一地方選、参院選勝利めざす
日本共産党演説会

９条改憲阻止、消費税 10％増税中止
　　11 月 14 日（水） 午後 6：30 開会
（弁士）

　志位和夫（日本共産党委員長）

　吉良よし子（参議院議員）

　小池晃（書記局長・参議院議員）

（会場）府中の森芸術劇場

     京王線東府中駅北口下車 徒歩 7 分

     JR武蔵小金井駅よりバス、東府中駅下車徒歩 7 分

　　　　　　　　　入場無料

　

安
倍
政
権
は
出
入
国
管

理
法
を
改
定
し
、
来
年
４

月
か
ら
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
を
拡
大
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
改

定
案
は
大
枠
を
決
め
る
だ

け
で
基
本
方
針
は
法
成
立

後
に
政
府
が
決
め
る
、
す

な
わ
ち
対
象
業
種
も
人
数

も
決
ま
っ
て
お
ら
ず
政
府

に
白
紙
委
任
す
る
と
い
う

も
の
。
法
治
主
義
か
ら
外

れ
た
や
り
方
で
す
。

　

技
能
実
習
生
や
留
学
生

の
多
く
は
安
価
な
労
働
力

と
し
て
低
賃
金
で
過
酷
な

労
働
を
強
い
ら
れ
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。
耐
え
か
ね

て
失
踪
し
た
実
習
生
が
こ

の
１
年
半
で
１
万
１
０
０

０
人
に
も
上
り
、
入
管
施

設
に
強
制
収
容
さ
れ
自
ら

命
を
絶
つ
例
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
た
だ

す
こ
と
な
し
に
、
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
を
拡

大
す
れ
ば
、
事
態
は
い
っ

そ
う
深
刻
と
な
り
、
国
際

的
人
権
問
題
と
な
り
か
ね

ま
せ
ん
。
ま
た
日
本
の
労

働
条
件
が
悪
化
し
、
日
本

の
労
働
者
に
も
深
刻
な
問

題
を
も
た
ら
し
ま
す
。

将
来
に
禍
根
残
す
入
管
法
改
定
案

　

基
本
方
針
は
政
府
に
白
紙
委
任

　

人
権
守
ら
れ
ず
、
守
る
体
制
も
な
い

の
国
会
答
弁
は
お
粗
末
す

ぎ
る
」
「
こ
ん
な
人
物
を

任
命
し
た
責
任
は
当
然
安

倍
首
相
に
あ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

先
週
の
徴
用
工
問
題
が

話
題
に
。
「
被
害
者
個
人

の
請
求
権
ま
で
消
滅
さ
せ

る
こ
と
で
は
な
い
、
と
い

う
見
解
は
説
得
力
が
あ

る
」
「
個
人
の
賠
償
請
求

権
は
国
会
答
弁
で
日
本
政

府
も
認
め
て
い
た
。
安
倍

首
相
は
解
決
済
み
と
強
調

す
る
が
国
民
を
欺
い
て
い

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
子
力
規
制
委
が
日
本

原
電
の
東
海
第
２
原
発
の

運
転
延
長
を
認
可
（
７

日
）。
「
被
災
し
た
稼
働

40
年
の
老
朽
原
発
だ
」

「
30
㌔
圏
に
は
96
万
人
も

民
主
党
。
「
若
者
の
投
票

率
が
10
％
位
増
加
し
た
の

が
民
主
党
の
下
院
勝
利
に

つ
な
が
っ
た
」
「
女
性
議

員
の
数
が
史
上
最
大
に
な

っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

日
本
シ
リ
ー
ズ
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
が
２
連
覇
。「
も

っ
と
接
戦
に
な
る
と
思
っ

て
い
た
の
に
」
「
Ｍ
Ｖ
Ｐ

に
は
捕
手
の
甲
斐
選
手
が

選
ば
れ
た
。
６
連
続
盗
塁

阻
止
な
ど
の
守
備
が
評
価

さ
れ
た
」
「
あ
の
肩
は
す

ご
か
っ
た
」

　

オ
ラ
ン
ダ
の
控
訴
裁
判

所
は
10
月
９
日
、
同
国
政

府
の
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ

２
）
排
出
削
減
の
努
力
が

不
十
分
だ
と
し
て
、

２
０
２
０
年
ま
で
の
削
減

目
標
を
上
積
み
す
る
よ
う

命
じ
た
下
級
審
の
判
決
を

支
持
し
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
政
府
は
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
を
１
９
９
０
年

比
で
20
年
ま
で
に
23
％
、

30
年
ま
で
に
49
％
削
減
す

る
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
昨
年
ま
で
に
13
％

し
か
削
減
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
判
決
は
、
20
年
目
標

の
達
成
は
非
常
に
危
う
い

と
し
て
、「
政
府
は
気
候

変
動
の
危
険
を
防
ぐ
努
力

が
弱
す
ぎ
る
」
と
指
摘
。

20
年
ま
で
に
25
％
の
削
減

を
目
標
と
す
る
よ
う
命
じ

ま
し
た
。

オランダCO2 排出削減目標

  　政府に上積み命令

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が
、

消
費
税
増
税
で
複
数
税
率

を
導
入
し
た
場
合
の
消
費

税
負
担
率
を
、
総
務
省
の

デ
ー
タ
を
も
と
に
試
算
し

ま
し
た
。

　

消
費
税
率
８
％
で
は
、

年
収
２
０
０
０
万
円
以
上

の
世
帯
で
は
消
費
税
負
担

率
は
１
・
５
％
、
同

２
０
０
万
円
未
満
の
世
帯

で
は
８
・９
％
と
７
・４
㌽

消費税増税

「低所得者に配慮」と言うが
　複数税率でも格差拡大

の
住
民
が
生
活
し
て
い

る
」
「
日
本
原
電
副
社
長

は
地
元
に
『
拒
否
権
は
な

い
』
と
発
言
し
た
。
と
ん

で
も
な
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

SUBARU(

ス
バ
ル)

が

10
万
台
の
追
加
リ
コ
ー
ル

を
発
表
（
５
日
）
「
昨
年

末
ま
で
と
し
て
い
た
不
正

検
査
が
今
年
10
月
ま
で
継

続
し
て
い
た
」
「
検
査
不

正
で
の
リ
コ
ー
ル
は
こ
れ

で
４
回
目
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
。

上
院
は
共
和
党
、
下
院
は

の
差
で
す
。
一
方
、
消

費
税
率
10
％
（
複
数
税

率
適
用
）
の
場
合
、
年

収
２
０
０
０
万
円
以
上

の
世
帯
で
は
消
費
税
負

担
率
は
１
・
８
％
、
同

２
０
０
万
円
未
満
の
世

帯
で
は
10
・
５
％
で
そ

の
差
は
８
・
７
㌽
と
税

率
８
％
よ
り
格
差
が
拡

大
し
ま
す
（
図
）。

　

政
府
は
「
低
所
得
者

に
配
慮
す
る
」
た
め
に

複
数
税
率
を
導
入
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
収
入
の

低
い
世
帯
ほ
ど
高
負
担
と

な
る
「
逆
進
性
」
が
さ
ら

に
悪
化
す
る
の
は
明
ら
か

で
す
。


